
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向する一対の型枠が上下２段に配置される場合に、その上段と下段との間に取り付け
て前記一対の型枠の間隔を保持する型枠用セパレーターであって、
　前記一対の型枠の間隔に応じた長さを有する本体と、
　該本体の一端に一体的に形成され、前記型枠の厚さに応じた間隔で前記本体の長手方向
に対向する一対の掛止片を両面に有する板状の掛止部と、
　前記本体の他端に一体的に形成され、端部に楔打込み孔を有する一定幅の平板状に形成
された挿入掛止部と、
　前記本体に一体的に且つ折り切り可能に設けられ、前記楔打込み孔に打込み可能な形状
を有する楔と、
　前記本体と前記掛止部との接続部分及び前記本体と前記挿入掛止部との接続部分にそれ
ぞれ設けられた切込溝と
を備えることを特徴とする型枠用セパレーター。
【請求項２】
　前記掛止部の対向する掛止片の内、外側端部に位置する外側掛止片にてこ入れ孔を設け
たことを特徴とする請求項１記載の型枠用セパレーター。
【請求項３】
　対向する一対の型枠が上下２段に配置される場合に、その上段と下段との間に取り付け
て前記一対の型枠の間隔を保持する型枠用セパレーターであって、
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　前記一対の型枠の間隔に応じた長さを有する本体と、
　該本体の両端に一体的に形成され、端部に楔打込み孔を有する一定幅の平板状に形成さ
れた挿入掛止部と、
　前記本体に一体的に且つ折り切り可能に設けられ、前記楔打込み孔に打込み可能な形状
を有する楔と、
　前記本体と前記挿入掛止部との接続部分に設けられた切込溝と
を備えることを特徴とする型枠用セパレーター。
【請求項４】
　前記本体の中央部を水平方向に屈曲又は湾曲させて形成したことを特徴とする請求項１
、２又は３記載の型枠用セパレーター。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、型枠用セパレーターに係り、特に、コンクリート壁の表面に見栄えの良い凹
凸を付与するためのデザインパネルを型枠の内側に設けて施工する場合に好適な型枠用セ
パレーターに関する。
【０００２】
【従来の技術】
　周知のように、例えば建物の基礎を施工する際には、根切り、地業などの施工をした後
、鉄筋を配し、その後、前記鉄筋の両側に一対の型枠が対向して設置される。この際、前
記一対の型枠が一定間隔を開けて互いに平行となるように保持し、なおかつ、前記型枠内
に打設されるコンクリートの側圧に対抗して前記型枠を支持するため、通常、型枠用セパ
レーターが前記一対の型枠の間に取り付けられる。
【０００３】
　前記基礎の高さとの関係で、前記型枠が上下２段に積み重ねて配置される場合には、図
１３に示すような形状を有する型枠用セパレーター５１が使用される。この型枠用セパレ
ーター５１は、所定形状の鉄板を折り曲げて形成されたものであって、前記対向する一対
の型枠の設置間隔に応じた長さを有する直線形状の本体５２と、該本体５２の両端に一体
的に形成され、前記型枠の厚さに応じた間隔で前記本体５２の長手方向に対向するように
、上下に折り曲げて形成された一対の掛止片５３を有する平板状の掛止部５４とからなり
、前記本体５２と前記掛止部５４との接続部分には、それぞれ断面Ｖ字形の切込溝５５が
、前記一対の型枠に取り付けた際に、その内面とほぼ一致するように配置されている。
【０００４】
　前記型枠用セパレーター５１は、図１４に示すように、前記両側の掛止部５４が前記対
向する両側の型枠５６の上段（以下、上段型枠５７という。）と下段（以下、下段型枠５
８という。）との間に挟まれるように取り付けられる。ここで、前記掛止部５４は、前記
型枠５６の厚さに応じた間隔で対向する前記掛止片５３を上面及び下面に有するので、こ
の掛止片５３の間に前記型枠５６がはめ込まれるように取り付ける。すなわち、まず前記
下段型枠５８を所定間隔に設置した後、前記掛止片５３の間に前記下段型枠５８の上端部
をはめ込むようにして前記型枠用セパレーター５１を取り付け、その後、前記上段型枠５
７を、その下端部が前記掛止片５３の間にはめ込まれるようにして前記下段型枠５８の上
に設置する。このようにして、前記一対の型枠が一定間隔を開けて互いに平行となるよう
に保持するとともに、前記型枠５６内に打設されるコンクリートの側圧に対抗して前記型
枠５６を支持する。
【０００５】
　そして、前記型枠５６内に打設したコンクリートが硬化した後、前記型枠５６は取り外
されて基礎ができるが、前記型枠用セパレーター５１は、前記基礎５９内に埋め込まれた
ままの状態であり、図１５に示すように、前記型枠５６を支持していた前記掛止部５４が
前記基礎５９の壁面６０から突出した状態となる。ここで、前記断面Ｖ字形の切込溝５５
は、前記型枠５６の内面、すなわち、前記基礎５９の壁面６０とほぼ一致するように設け
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られているので、前記切込溝５５において前記掛止部５４を折り切れば、前記本体５２を
前記基礎５９内部に残して突出した部分を取り去ることができる。そして、通常は、前記
壁面６０は、モルタルを全面に塗って刷毛引きする等の方法により、表面を見栄えの良い
ものとするとともに、前記本体５２の端部の折り切り部分を埋め込んで隠す。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、上記のような従来の型枠用セパレーター５１によると、以下のような問
題がある。すなわち、前記基礎等の壁面６０の仕上げに際しては、前記のようにモルタル
刷毛引き仕上げ等を採用せず、凹凸模様を付けて形成された樹脂製のデザインパネルを前
記型枠５６の内側に取り付け、その中にコンクリートを打設し、前記基礎等を形成するこ
とにより、前記壁面６０に前記デザインパネルの凹凸模様を付与し、外観を良くする方法
を採用する場合がある。しかし、前記のように型枠５６が上下２段に積み重ねて配置され
る場合には、前記型枠用セパレーター５１を取り付けるため、図１６に示すように、前記
デザインパネル６１の所定位置にセパレーター挿通用の孔６２を設け、前記型枠用セパレ
ーター５１を挿通させる必要が生じる。
【０００７】
　ところが、前記のような従来の型枠用セパレーター５１は、図１３に示すように、掛止
部５４に上下に折り曲げて形成された一対の掛止片５３を有する形状であるために、図１
６に示すように、前記セパレーター挿通用の孔６２は、高さ、幅ともに大きなものとなり
、前記コンクリートを打設した際に、前記セパレーター挿通用の孔６２から外側、すなわ
ち、前記デザインパネル６１と前記型枠５６との隙間に前記コンクリートが漏れ出てしま
い、コンクリートが硬化した後、前記デザインパネル６１を取り外すことができなくなっ
たり、前記壁面６０の形状が前記セパレーター挿通用の孔６２付近においてきれいに形成
されないなどの問題が生じるため、前記のようなデザインパネル６１を使用して前記壁面
６０に凹凸模様を付与する仕上げ方法を採用することができないという問題があった。
【０００８】
　また、図１４に示すように、前記一対の型枠５６内の中央付近には、鉄筋６３が配され
るが、この鉄筋６３の配置は厳密なものではなく、毎回異なる任意的なものである。一方
、前記型枠用セパレーター５１は、毎回一定の位置に取り付けられる。したがって、前記
鉄筋６３と前記型枠用セパレーター５１とが同じ位置になる場合も生じ得る。このような
場合、前記鉄筋６３の配置をずらすか、さもなければ、前記型枠用セパレーター５１を取
り付けることができないという問題があった。
【０００９】
　さらに、上下２段に設置した前記型枠５６内に打設したコンクリートが硬化した後、前
記型枠５６を取り外す際、図１７に示すように、前記上段型枠５７は、垂直上方に持ち上
げれば容易に取り外すことができるが、前記下段型枠５８は、前記掛止部５４を上方に湾
曲させて持ち上げ、前記掛止片５３が邪魔にならないようにしなければ、容易に取り外す
ことができないという問題があった。
【００１０】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであって、基礎等の壁面の仕上げに際し、デ
ザインパネルを使用して前記壁面に凹凸模様を付与する仕上げ方法を採用することができ
るようにし、型枠の中に配される鉄筋が邪魔になり型枠用セパレーターを取り付けること
ができないようになることを防止し、前記型枠内に打設したコンクリートが硬化した後、
上下２段に設置した型枠のうちの下段型枠を容易に取り外すことができるようにする、型
枠用セパレーターを提供することを技術課題とするものである。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　上記技術課題を解決するための具体的手段は、次のようなものである。すなわち、請求
項１に記載する型枠用セパレーターは、対向する一対の型枠が上下２段に配置される場合
に、その上段と下段との間に取り付けて前記一対の型枠の間隔を保持する型枠用セパレー
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ターであって、前記一対の型枠の間隔に応じた長さ、すなわち、前記一対の型枠の内面間
の距離と同一の長さを有する本体と、該本体の一端に一体的に形成され、前記型枠の厚さ
に応じた間隔で前記本体の長手方向に対向する一対の掛止片を上面及び下面の両面に有す
る板状の掛止部と、前記本体の他端に一体的に形成され、端部に楔打込み孔を有する一定
幅の平板状に形成された挿入掛止部と、前記本体に一体的に且つ折り切り可能に設けられ
、前記楔打込み孔に打込み可能な形状を有する楔と、前記本体と前記掛止部との接続部分
及び前記本体と前記挿入掛止部との接続部分にそれぞれ設けられた切込溝とを備えること
を特徴とするものである。
【００１２】
　請求項２に記載する型枠用セパレーターは、請求項１に記載する構成において、前記掛
止部の対向する掛止片の内、外側端部、すなわち、前記型枠用セパレーター１の端部に位
置する外側掛止片に、型枠を取り外す際に使用するてこ入れ孔を設けたことを特徴とする
ものである。
【００１３】
　請求項３に記載する型枠用セパレーターは、対向する一対の型枠が上下２段に配置され
る場合に、その上段と下段との間に取り付けて前記一対の型枠の間隔を保持する型枠用セ
パレーターであって、前記一対の型枠の間隔に応じた長さ、すなわち、前記一対の型枠の
内面間の距離と同一の長さを有する本体と、該本体の両端に一体的に形成され、端部に楔
打込み孔を有する一定幅の平板状に形成された挿入掛止部と、前記本体に一体的に且つ折
り切り可能に設けられ、前記楔打込み孔に打込み可能な形状を有する楔と、前記本体と前
記挿入掛止部との接続部分に設けられた切込溝とを備えることを特徴とするものである。
【００１４】
　請求項４に記載する型枠用セパレーターは、請求項１、２又は３に記載する構成におい
て、型枠へ取り付ける際に、鉄筋を避けて取り付けることができるようにするため、前記
本体の中央部を水平方向に屈曲又は湾曲させて形成したことを特徴とするものである。
【 】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施形態に係る型枠用セパレーター１を図１から図１２に基づいて説明
する。本発明の実施形態に係る型枠用セパレーター１は、「従来の技術」において説明し
たものと同様、対向する一対の型枠が上下２段に配置される場合に使用されるものであっ
て、上段型枠と下段型枠との間に取り付けることにより、前記一対の型枠が一定間隔を開
けて互いに平行となるように保持し、なおかつ、前記型枠内に打設されるコンクリートの
側圧に対抗して前記型枠を支持するものである。
【 】
　本発明の第１の実施形態に係る型枠用セパレーター１は、図１に示すように、所定形状
に切断された板状体を折り曲げて形成されるものであり、その本体２の長手方向の長さＤ
は、前記一対の型枠の内面間の距離、すなわち、施工する壁体の厚さと同一の長さとなる
ように形成される。また、本体２の中央部には水平方向すなわち幅方向に略コ字形に屈曲
させた屈曲部３を形成する。この屈曲部３は、本体２の中央部を水平方向にずらすことに
よって、後述するように、型枠内に配置される鉄筋を避けて取り付けることができるよう
にするために形成するものである。したがって、図２に示すように、前記屈曲部３に代え
て、水平方向に円弧形に湾曲させた湾曲部４を形成しても良く、また、その他の形状であ
っても、本体２の中央部を水平方向にずらすものであれば良い。
【 】
　前記本体２の一端には、前記上段型枠と下段型枠との間に挟んで前記型枠を保持するた
めの掛止部５が前記本体２と一体的に形成される。この掛止部５は、板状体で形成され、
前記型枠の厚さよりもやや長い間隔を隔てて前記本体２の長手方向に対向する一対の掛止
片６を上面及び下面の両面に有する。本実施形態においては、この掛止片６は、前記掛止
部５の両端部が、垂直上方及び垂直下方に互い違いに折り曲げて形成されている。また、
前記対向する掛止片６のうち、外側端部、すなわち、前記型枠用セパレーター１の端部に
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位置する外側掛止片７には、後述するように、前記型枠を取り外す際に使用するてこ入れ
孔８が設けられる。
【 】
　前記本体２の他端には、前記掛止部５と同様、前記上段型枠と下段型枠との間に挟んで
前記型枠を保持するものであって、後述するように壁面の仕上げに使用するデザインパネ
ルに挿入可能な挿入掛止部９が一体的に形成される。この挿入掛止部９は、一定幅の平板
状に形成され、その端部には楔打込み孔１０が設けられる。この楔打込み孔１０の形状は
、打ち込まれる楔１１の形状に合致する形状とする。前記挿入掛止部９の端部は、前記デ
ザインパネル及び上段型枠と下段型枠との間に挿入し易いようにするため、先細りの形状
にすると良い。
【 】
　本実施形態においては、前記楔１１は、平板形状であり前記本体２と一体的に形成され
、その接続部分に断面Ｖ字形の切込溝１２が設けられている。このように形成した前記楔
１１を前記切込溝１２において、折り切って使用することにより、前記楔１１を別途に製
作する手間が省ける上、作業中あるいは運搬中に前記楔１１を紛失するという事態を防止
することができる。この場合、前記楔打込み孔１０の形状は、前記楔１１の厚さと略同一
の幅を有し、前記楔１１を打ち込んだ際に、反対側へ抜け落ちてしまわない程度の長さを
有する長方形とされる。なお、前記楔１１は必ず、一体的に形成しなければならないもの
ではなく、別部材としても良い。また、前記楔１１の形状は、前記平板形状に限られるも
のではなく、円錐形状など他の形状であっても良い。この場合においても前記楔打込み孔
１０の形状は、前記楔１１の形状に合致したものとする。
【 】
　前記本体２と前記掛止部５との接続部分及び前記本体２と前記挿入掛止部９との接続部
分には、それぞれ断面Ｖ字形の切込溝１３が設けられる。ここで、前記本体２の長手方向
の長さは、前記一対の型枠の内面間の距離、すなわち、施工する壁体の厚さと同一となる
ように形成されているので、この切込溝１３は、前記壁体の施工後は、その壁面の位置に
あることとなる。そして、後述するように、型枠内に打設したコンクリートが硬化した後
に、壁面から突出することになる前記掛止部５及び前記挿入掛止部９を、前記切込溝１３
において折り切ることができる。
【 】
　以下、本発明の第１の実施形態に係る型枠用セパレーター１の使用方法について説明す
る。前記型枠用セパレーター１の取付けは、図３に示すように、鉄筋１４の配筋後、片側
の型枠１５については上段型枠１６及び下段型枠１７をともに設置し、その内面に凹凸模
様が付された樹脂製のデザインパネル１８を取り付け、向かい合うもう片側については下
段型枠１７のみを設置した状態で行う。この際、前記向かい合う型枠１５は、一定間隔を
開けて互いに平行となるように配置される。なお、前記デザインパネル１８は、断面略コ
字形の掛止金具１９により、前記型枠１５に固定される。また、図４ R>４に示すように、
所定位置に前記挿入掛止部９を挿通できる程度の小さい挿通孔２０が設けられる。
【 】
　そして、前記型枠用セパレーター１は、前記楔１１を折り切って前記本体２から切り離
した後、所定位置に取り付けるのであるが、前記型枠用セパレーター１が毎回一定の位置
に取り付けられるのに対し、前記鉄筋１４の配置は厳密なものではなく、毎回異なる任意
的なものである。したがって、前記鉄筋１４が邪魔になり前記型枠用セパレーター１を取
り付けることができない場合が生じる可能性があるが、このような場合には、前記型枠用
セパレーター１の上下を反転させて使用する。前記型枠用セパレーター１の本体２の中央
部には、水平方向に屈曲させた屈曲部３が形成されているので、上下を反転させることに
より、前記屈曲部３の位置が左右に入れ替わるため前記鉄筋１４を避けて取り付けること
ができる。更に、前記鉄筋１４の位置が、前記対向する型枠１５の中央から大きくずれて
いる場合に、図５に示すように、前記屈曲部３に前記鉄筋１４を引掛けて前記型枠用セパ
レーター１を取り付けることにより、前記鉄筋１４の位置を中央付近に矯正することがで
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きる。
【 】
　前記型枠用セパレーター１の取付けは、図６ R>６に示すように、まず、前記挿入掛止部
９を所定位置に設けられた前記デザインパネル１８の挿通孔２０に挿通し、更に、前記上
段型枠１６と前記下段型枠１７との間に挿入する。次に、前記掛止部５を前記下段型枠１
７の上端に嵌め込み、その上に上段型枠１６を載置する。この際、前記掛止部５の対向す
る一対の掛止片６の間に前記下段型枠１７の上端及び前記上段型枠１６の下端を嵌め込む
ようにして、前記掛止部５を固定する。
【 】
　この状態においては、図７に示すように、前記挿入掛止部９の端部が前記デザインパネ
ル１８を取り付けた側の上段型枠１６と下段型枠１７との間から突出しているので、そこ
に設けられた前記楔打込み孔１０にあらかじめ折り切った前記楔１１を打ち込む。この楔
１１と前記掛止部５の前記掛止片６とで、前記型枠１５内にコンクリートが打設された際
の側圧に対抗して前記型枠１５を支持する。そして、前記型枠用セパレーター１を前記型
枠１５の複数箇所に取り付けることにより、前記型枠１５が一定間隔を開けて互いに平行
となるように保持する。
【 】
　そして、前記型枠１５内に打設したコンクリートが硬化した後、前記型枠１５及び前記
デザインパネル１８を取り外す。この際、図８に示すように、前記上段型枠１６は、略垂
直上方に持ち上げれば容易に取り外すことができ、前記下段型枠１７も、前記挿入掛止部
９側のものは、前記楔１１を取り外してから水平方向に移動させれば容易に取り外すこと
ができる。また、前記デザインパネル１８も同様に取り外すことができる。前記掛止部５
側の下段型枠１７は、前記掛止部５を上方へ湾曲させて持ち上げてからでなければ取り外
すことができないが、ここで、前記掛止部５前記外側掛止片７にてこ入れ孔８が設けられ
ているので、このてこ入れ孔８にバール２１等の先端を挿入し、上方へ持ち上げることで
、前記型枠用セパレーター１を容易に上方へ湾曲させることができる。
【 】
　上記のようにして前記型枠１５及び前記デザインパネル１８は取り外され、図９に示す
ように、コンクリート壁２２ができるが、前記型枠用セパレーター１は、前記コンクリー
ト壁２２内に埋め込まれたままの状態であり、前記型枠１５を支持していた前記掛止部５
及び前記挿入掛止部９（図には前記掛止部５のみが表われる。）が前記コンクリート壁２
２の壁面２３から突出した状態となる。ここで、前記断面Ｖ字形の切込溝１３は、前記コ
ンクリート壁２２の壁面２３とほぼ一致するように設けられているので、前記切込溝１３
において前記掛止部５及び前記挿入掛止部９を折り切れば、前記本体２を前記コンクリー
ト壁２２内部に残して突出した部分を取り去ることができる。前記デザインパネル１８に
より凹凸を付与された側の前記壁面２３は、通常、建物の表側に位置することになるので
、前記本体２の端部の折り切った部分を隠すために、周囲の凹凸に合わせてその部分にモ
ルタルを塗り仕上げる。他方の平坦な方の壁面２３は、従来通り、モルタル刷毛引き等の
方法により仕上げるか、あるいは、建物の内側に隠れてしまう場合であれば、そのままに
放置しても良い。
【 】
　なお、この第１の実施形態においては、前記型枠１５の内面に前記デザインパネル１８
を取り付けた場合に付いて述べたが、前記デザインパネル１８を取り付けず、両側の壁面
２３を平坦に仕上げる場合においても全く同様に使用することが可能である。
【 】
　次に本発明の第２の実施形態に係る型枠用セパレーター１について説明する。これは、
本発明の第１の実施形態に係る型枠用セパレーター１において前記本体２の一端に設けら
れていた前記掛止部５に代えて、図１０に示すように、前記挿入掛止部９を設け、前記本
体２の両端を前記挿入掛止部９とするものである。そして、前記第 1の実施形態の場合と
同様、前記本体２と前記挿入掛止部９との接続部分には、それぞれ断面Ｖ字形の切込溝１
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３が設けられる。
【 】
　この場合、前記挿入掛止部９に設けられた前記楔打込み孔１０は２箇所になるため、前
記楔１１も２個必要となる。ここで、前記楔１１を別部材としても良いが、本実施形態に
おいては、前記楔１１は、平板形状として前記本体２の２箇所に一体的に形成し、その接
続部分に断面Ｖ字形の切込溝１２を設けて折り切って使用することができるようにする。
なお、その他の部分については、前記第１の実施形態と同様である。
【 】
　上記のように形成した本発明の第２の実施形態に係る型枠用セパレーター１の使用方法
は、ほとんど前記第１の実施形態に係る型枠用セパレーター１と同様であるが、前記２箇
所に設けた楔１１を前記切込溝１２において両方とも折り切った後、図１１に示すように
、片側の型枠１５については上段型枠１６及び下段型枠１７をともに設置し、その内面に
凹凸模様が付された樹脂製のデザインパネル１８を取り付け、向かい合うもう片側につい
ては下段型枠１７のみを設置した状態で、一方の前記挿入掛止部９を前記デザインパネル
１８の前記挿通孔２０に挿入する。本実施形態においては、本体の両端が前記挿入掛止部
９であるため、どちら側を挿入しても良い。そして、前記デザインパネル１８を取り付け
ていない側の下段型枠１７の上に上段型枠１６を載置する。
【 】
　この状態においては、前記型枠用セパレーター１の両側の端部が、図７に示すように、
上段型枠１６と下段型枠１７との間から突出しているので、前記挿入掛止部９に設けられ
た前記楔打込み孔１０にあらかじめ折り切った２個の前記楔１１をそれぞれ打ち込む。こ
の両側の楔１１によって、前記型枠１５内にコンクリートが打設された際の側圧に対抗し
て前記型枠１５を支持する。
【 】
　そして、前記型枠１５内に打設したコンクリートが硬化した後、前記型枠１５及び前記
デザインパネル１８を取り外す。この際、図１２に示すように、前記上段型枠１６は、略
垂直上方に持ち上げれば容易に取り外すことができ、前記下段型枠１７も、前記楔１１を
取り外してから水平方向に移動させれば容易に取り外すことができる。また、前記デザイ
ンパネル１８も同様に取り外すことができる。このようにして前記型枠１５及び前記デザ
インパネル１８を取り外した後、前記型枠１５を支持していた両側の前記挿入掛止部９は
前記コンクリート壁２２の壁面２３から突出した状態となるので、前記本体２と前記挿入
掛止部９との接続部分に設けた前記切込溝１３において両側の前記挿入掛止部９を折り切
る。この折り切った部分は、前記第１の実施形態のところで述べたのと同様の方法で仕上
げる。
【 】
　なお、この第２の実施形態に係る型枠用セパレーター１も、前記デザインパネル１８を
取り付けず、両側の壁面２３を平坦に仕上げる場合にも全く同様に使用することが可能で
ある。
【 】
　以上説明してきた第１及び第２の実施形態に係る型枠用セパレーター１は、共に板状体
から形成されるものであったが、本発明に係る型枠用セパレーター１は、これに限られる
ものではなく、例えば、前記本体２を丸棒により形成し、前記掛止部５及び前記挿入掛止
部９のみを板状体から形成してこれらを溶接等の方法により取り付けたものであっても良
い。また、前記掛止片６も折り曲げ形成せず、溶接等の方法により取り付けることもでき
る。
【 】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明の請求項１に係る型枠用セパレーターは、端部に楔打込み
孔を有する一定幅の平板状に形成された挿入掛止部を本体の一端に一体的に形成し、前記
本体に一体的に且つ折り切り可能に、前記楔打込み孔に打込み可能な形状を有する楔を備
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えたことにより、従来と同様に、一対の型枠が一定間隔を開けて互いに平行となるように
保持し、なおかつ、前記型枠内に打設されるコンクリートの側圧に対抗して前記型枠を支
持することができるとともに、壁面に見栄えの良い凹凸模様を付与するためのデザインパ
ネルを使用して、前記壁面に見栄えの良い凹凸模様を付与する仕上げ方法を採用すること
ができる。すなわち、前記デザインパネルを使用して施工する際に、このデザインパネル
に従来の型枠用セパレーターの掛止部を挿通させるための大きな孔を設ける必要がなく、
前記挿入掛止部を挿通させるほどの小さい挿通孔を設けるだけで良い。そのため、型枠内
にコンクリートを打設した際に、前記挿通孔から外側、すなわち、前記デザインパネルと
前記型枠との隙間に前記コンクリートが漏れ出てしまい、コンクリートが硬化した後、前
記デザインパネルを取り外すことができなくなったり、前記壁面の形状が前記挿通孔  付
近においてきれいに形成されないなどの問題が生じないので、前記デザインパネルを使用
する仕上げ方法を採用することができる。
【 】
　また、前記楔打込み孔に前記楔を打ち込んで、この楔により前記型枠を支持するもので
あるので、前記型枠内に打設したコンクリートが硬化した後、前記挿入掛止部側の下段型
枠を取り外す際、前記楔を抜き取れば、前記下段型枠を水平方向に移動させることができ
、容易に取り外すことができる。
【 】
　また、楔を、本体に一体的に且つ折り切り可能に設けたことにより、楔を別途に製作す
る手間が省ける。更に、使用する直前に本体から折り切って使用することにより、作業中
あるいは運搬中に楔を紛失する事態を防止することができる。
【 】
　本発明の請求項２に係る型枠用セパレーターは、請求項 1に係る発明の効果に加えて、
本体の一端に一体的に形成された掛止部の対向する掛止片の内、外側端部に位置する外側
掛止片にてこ入れ孔を設けたことにより、前記型枠内に打設したコンクリートが硬化した
後、前記掛止部側の下段型枠を取り外す際、前記外側掛止片に設けられたてこ入れ孔にバ
ール等の先端を挿入し、上方へ持ち上げることで、前記型枠用セパレーターを容易に上方
へ湾曲させることができ、前記下段型枠を容易に取り外すことができる。
【 】
　本発明の請求項３に係る型枠用セパレーターは、端部に楔打込み孔を有する一定幅の平
板状に形成された挿入掛止部を本体の両端に一体的に形成し、前記本体に一体的に且つ折
り切り可能に、前記楔打込み孔に打込み可能な形状を有する楔を備えたことにより、請求
項１に係る発明の効果に加えて、前記型枠内に打設したコンクリートが硬化した後、両側
の下段型枠を取り外す際、前記楔を抜き取れば、前記下段型枠を水平方向に移動させるこ
とができ、容易に取り外すことができる。
【 】
　本発明の請求項４に係る型枠用セパレーターは、以上の効果に加えて、本体の中央部を
水平方向に屈曲又は湾曲させて形成したことにより、型枠内に配置されている鉄筋が邪魔
になり、前記型枠用セパレーターを取り付けることができない場合に、前記型枠用セパレ
ーターの上下を反転させることにより、前記本体の位置が左右に入れ替わるため前記鉄筋
を避けて取り付けることができる。
【 】
　更に、前記鉄筋の位置が、前記対向する型枠内の中央から大きくずれている場合に、前
記本体の屈曲又は湾曲させた部分に前記鉄筋を引掛けて前記型枠用セパレーターを取り付
けることにより、前記鉄筋の位置を中央付近に矯正することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第 1の実施形態に係る型枠用セパレーターを示す斜視図
【図２】　本発明の第 1の実施形態に係る型枠用セパレーターの変形例を示す斜視図
【図３】　型枠及びデザインパネルを設置した状態を示す斜視図
【図４】　デザインパネルを示す斜視図
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【図５】　鉄筋の位置を矯正して型枠用セパレーターを取り付ける際の取付状態を示す斜
視図
【図６】　本発明の第 1の実施形態に係る型枠用セパレーターの取付状態を示す斜視図
【図７】　挿入掛止部の楔打込み孔に楔を打ち込む際の状態を示す斜視図
【図８】　本発明の第 1の実施形態において、型枠を取り外す際の状態を示す断面図
【図９】　本発明の第 1の実施形態において、型枠を取り外した直後のコンクリート壁を
示す斜視図
【図１０】　本発明の第２の実施形態に係る型枠用セパレーターを示す斜視図
【図１１】　本発明の第２の実施形態に係る型枠用セパレーターの取付状態を示す斜視図
【図１２】　本発明の第２の実施形態において、型枠を取り外す際の状態を示す断面図
【図１３】　従来例に係る型枠用セパレーターを示す斜視図
【図１４】　従来例に係る型枠用セパレーターの取付状態を示す斜視図
【図１５】　従来例において、型枠を取り外した直後の基礎を示す斜視図
【図１６】　従来例に係る型枠用セパレーターのデザインパネルを取り付けた型枠への取
付状態を示す斜視図
【図１７】　従来例において、型枠を取り外す際の状態を示す断面図
【符号の説明】
　１　型枠用セパレーター
　２　本体
　３　屈曲部
　４　湾曲部
　５　掛止部
　６　掛止片
　７　外側掛止片
　８　てこ入れ孔
　９　挿入掛止部
　１０　楔打込み孔
　１１　楔
　１２　本体の両端部に設けた切込溝
　１３　楔と本体との接続部分に設けた切込溝
　１４　鉄筋
　１５　型枠
　１８　デザインパネル
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】

(14) JP 3768356 B2 2006.4.19



フロントページの続き

(72)発明者  真鍋　勝重
            大阪市北区大淀中１丁目１番８８号　積水ハウス株式会社内
(72)発明者  高松　邦夫
            大阪市淀川区三津屋南３丁目１６番１９号　株式会社高松金属製作所内

    審査官  江成　克己

(56)参考文献  特開平１１－００６２９３（ＪＰ，Ａ）
              実開昭６３－１６５０４３（ＪＰ，Ｕ）
              実開昭６０－００６０２５（ＪＰ，Ｕ）
              実開昭５７－１４０５５８（ＪＰ，Ｕ）
              実開昭５４－１５４６２９（ＪＰ，Ｕ）
              実公昭６０－０３３２５３（ＪＰ，Ｙ１）
              実公昭５９－０２９０８６（ＪＰ，Ｙ１）
              実公昭４９－０１８９０５（ＪＰ，Ｙ１）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              E04G 17/065
              E02D 27/01

(15) JP 3768356 B2 2006.4.19


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

